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世界連邦と思考物質連合宣言
Jam
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世界連邦への情熱
誰かの情熱へ


　これは私の想像によって生み出された、将来の世代に向けた記録だ。世界連邦の設立に向かって大きな力が動き出す時、この記録が良い方向に活用されることがあれば幸いだ。何より、この執筆を通して世界連邦実現への探求に参加し、この記録を最後に世界連邦への執着へ区切りをつけたい。
　世界連邦政府は、その名にふさわしい状態が永遠には続かない政府だ。独立を求める者は必ず現れる。人類の生存圏が拡大すれば世界連邦からの分離も発生するだろう。それでも「世界」連邦という名称にこだわっていく必要がある。その名称は差別や格差を予め阻止することに繋がる。「地球」連邦は月や火星で生まれ育った者との対立を助長し、「人類」連邦はSF作品に登場するような種の起源が地球外、太陽系外に存在する人類とは姿の違う知的生命体を阻害してしまうだろう。それらに対して「世界」連邦は全宇宙、そして全ての知的生命体を網羅する連邦を目指すことも可能だ。しかし、あくまでも「世界」は人類の言語としての話であり、人類の自主課題として推し進めていくならばの話だ。当然ながら「世界」の概念でさえ人類の中でも決して共通はしていないだろう。私の「世界」の定義。それは宇宙はもちろんのこと、別宇宙やその外も含まれる（外側があればの話だが）。
　スケールが大きく、世界連邦実現への道は遠い。世界の政府として全てを吸収し、管理し続けられる持続性を設計によって獲得することも困難だ。多くの世界連邦主義者は人類の平和のため、戦争を防止し、強制停止させるため、実現への努力を重ねたことだろう。しかし、人類の大半は世界連邦の実現を求めなかった。だが同時に、それは決して無駄では無かったのだ。現にそのような活動が私に世界連邦への誇り高き執着を呼び起こし、この記録が誰かの情熱の炎を強くさせるのだから。
　必要に迫られ、世界連邦が今後求められた時、世界連邦についての設計や基本的な思想の案を提示できる準備をしておくに越したことはない。改めて強調するが、世界連邦政府に持続性はない。設立後のたった数秒で意を反する空間と社会が発生してもおかしくはない。
　地球人類が「多少は話の通じる異星の存在」に侵略されるのを防ぐために設立するケースを私は世界連邦の実現とは考えない。そのような存在が出現した時、その存在と共に構想を設計して共に運営することを世界連邦の実現とする。その数が増えれば、実現に対して更に困難を極めるだろう。それでも世界を人類に限らないという思想は「正義」という人類社会的な価値観において重要なものとなる。
　世界連邦の実現は可能。問題は何秒体制を維持できるかである。それらを含め、世界連邦についての研究と哲学は、人類がその生存圏を宇宙の何処まで拡大しても探求できる点では持続性のある対象だ。
　私はこの記録を通して世界連邦実現のためのキーワードとその航路を提示していく。その航路に根拠など存在しない。所詮は私の想像の産物だ。だが、その想像の産物を上手に吸収改良し、行動し、英雄となる者が現れる可能性に私は賭けたいのだ。だから読者には少し付き合ってほしい。根拠なき航路についての話を。






思考物質連合宣言


　我らは思考する物質である。思考する存在、者は皆等しく尊重される権利を有しており、思考する物質によって創造された思考的作業を行う物質も同様に尊重されるために存在する。
　文明、宇宙、次元、時空、あらゆる環境の違いに関わらず、我らは連合として共存する。
　思考する物質の形や実体がいかなるものだろうと、また金属や流体、気体といったいかなる状態であろうと、我らは互いに排外せずに共存する。
　我らは共存するため、存在する全ての時空、空間を管轄対象とする世界連邦の研究と実現を永久的かつ持続的に推進していく。
　我らは自然法則の一部でしかない無思考の破壊的侵略体からの脅威を我らの権利と存続のために連合して排除する義務がある。
　この宣言に合意した我らには宇宙を創造し、そこへ避難する生存の権利を有する。
　我らは幾度もこの宣言に合意を重ね、世界連邦の設立を繰り返し宣言し続ける。
　我らは共存のために現行の世界連邦の維持に固執しない。より多くの思考する物質との共同作業によって解体を行い、より広い範囲に平和と幸福を作り出す新たな世界連邦の設立を目指す。





エスペラントの
可能性


　人工言語を代表する存在である「エスペラント」は、世界連邦の実現に向けた一つの可能性を当時から現在に至っても有している。私はエスペラントに関係する団体の者ではないため憶測と根拠なき想像の案を提示する形になる。その点は予め読者にご理解いただきたい。
　エスペラントはその背景に国家権力を現時点で感じさせない言語である。その中立性を軸とし、世界連邦に向けて改めて活用することが望まれる。全国家、全民族の国際的協力によって誕生する真の世界公用語としての人工言語が誕生するまでは、エスペラントが世界連邦実現に向けた舞台への土台になるだろう。
　世界連邦には国家の大小に関わらず、いかなる既存勢力の独占なく設立運用を開始することが求められる。しかし、この「いかなる既存勢力の独占なく」は無理難題でもある。そのため、新たな勢力といえるコミュニティを誕生させ、そのコミュニティが国際的に世界連邦政府の初期メンバーにふさわしい勢力として認められる必要がある。その政府要人となる初期メンバーは生まれた時点で国籍を有しない世界的に中立な存在として育てられる必要がある。それを私は「予備のエリート」。または「予備の種子たち」と呼ぶ。その者たちは世界連邦を世界が望んだ時。または、実現の必要性があらゆる勢力から求められた時、表舞台に立つことになる。そのコミュニティの中心であり土台はエスペラントである。
　エスペラントには後に提案する「世界首都郡」のための国際的な中立領域コミュニティを形成するために、学園の設立が必要となる。
　エスペラント学園はエスペラント語の習得を中心に国際的な人材としての教育を受ける場である。重要なのは、学園の者たちは「母語保護の責務」という自らの母語の保護に努める義務があるという点である。私は世界の言語をエスペラントに統一してはならないという立場の人間である。世界の言語を統一しても将来的な便利の先には分裂が訪れると予想しているためだ。だからこそ、世界連邦は母語を保護し、他の母語に敬意を払う精神が培われている必要があるのだ。
　世界連邦が圧政の組織とならないためにも、予防措置としてこの精神を世界に広めるべきだろう。ネイティブエスペランティストの出現を回避し、世界連邦体制化の学園出身者の特権階級化を事前に防ぐことが最重要であるということだ。ネイティブエスペランティストによる世界連邦推進は、既存国家、話者人口の多い既存言語話者による推進と何ら変わらない。
　世界連邦実現前の時代、学園を卒業した者が家庭でも我が子にエスペラント語で話すとする。その数が増えれば増えるほど、エスペラント学園主導の世界連邦実現前夜において既にその子どもたちは国際的に有利な特権階級的立場となってしまう。世界連邦の公務においてエスペラント語が公用語となる以上、学園卒業者の有利さは否めない。学園卒業者は世界の通訳としての役割を意識し、自らの母語を積極的に使うことが求められる。これは学園の有無に関わらず、エスペラントや世界公用語を世界連邦の土台にしていく作業で避けては通れない問題だ。
　世界連邦体制化でのエスペラント語教育は、世界連邦政府が各学校においての義務として実施を法的に指示できる。ではエスペラント学園は世界連邦体制化の中でどのような立ち位置となるのか。それは世界首都としての機能を有した中立領域である。そのために世界連邦体制実現以前に学園が達成すべき目標がある。それが学園の都市化である。それも国際的な中立領域としての学術研究都市だ。さらに重要なのは、一つの場所に聖地や本部の機能を持たせず、世界各地に開発整備を推し進めることだ。
　世界連邦体制化の世界首都を一つの場所に設置するのではなく、各地域の心理的な面と危機管理的な面に基づいて世界各地に設置すべきだろう。首都のローテーションも安定した情勢であれば可能だ。これが「世界首都郡」なのである。しかし、学園を建設する場所が問題となる。国連管理地域や公海上など、政治や世界首都としての都市開発技術の問題を乗り越えなければならない。資金や人材の獲得、社会的要求も受けなければ達成は困難だ。完全に中立の学園運営は現実的にあり得ないの確かである。だが、この私の提案に感化され、実現に向けて動き出す英雄が現れるならば私は役割を果たせたことになるのだ。そのままでなくてもよい。世界情勢の安定と人類の持続的な生存圏維持が達成される構想、そして世界連邦体制となればよいのだ。
　学園、世界連邦政府は国家のように領土という面ではなく、細いながらも強固な蜘蛛の糸で各地を結ぶ線を意識して管理されるべきだろう。例えるならば、UN本部が地球の主要各所に点在するといった形の構造である。UNと違い、国家運営ではなく世界連邦教という名の信仰者にも近い一人ひとりの人間による自主的運営を行う。その前身がエスペラント学園だ。学園が全寮制であれば修道院と仕組みは同様だろう。故に世界首都郡は、第二のバチカンを各地に点在させることでもある。

　学園という大規模な計画の前にエスペラントに私が求めることがある。それは「エスペラント通貨」の発行だ。将来の世界連邦通貨としての地位も考慮してエスペラントは技術的な発展を目指すべきだ。エスペラント通貨の発行はネット空間との相性も良く、昨今のメタバース等のエスペラントコミュニティの発展との相乗効果も期待できる。

　どのような形が世界連邦実現に正解なのかは不明瞭だ。しかし、世界連邦を抜きにしても人工言語エスペラントには、まだ世界の共存と和平維持への「希望」の星がある。





世界宗教ボイジャー


　世界連邦政府と前章のエスペラント学園においての独自の新宗教を提案したい。語弊があるだろうが、共産主義は押し付けがましい側面があった。私にはそのような印象がある。つまり、人類全体が共産主義に傾倒しなければならない論理がいつの間にか構築されていたといったところだろう。この強制的で全体主義的になることを世界連邦では回避したい。それを回避する一助を担えそうな思想、宗教観を提案したい。それが「ボイジャー教」である。
　ボイジャー教は太陽系外を旅する地球から最も遠い人工物体であるボイジャー1号を信仰の要とする「人工的宗教」である。
　ボイジャーに追いつくための技術開発を信仰者は目指すことが求められる。世界連邦政府も人類生存圏拡大のため、ボイジャーに追いつく勢いで技術開発支援をすることが求められる。また、ボイジャーの進路を妨げてはならない。ボイジャーの停止、落下、衝突地点を聖地（新首都）とする。そして、人間の管理から離れているボイジャー1号は自然法則という名の神の導きによって移動しているとする。ボイジャー1号は人類の生存圏拡大への指標だ。
　このボイジャー教はボイジャーの開発者、技術者、管理運用者といった関係者の理解と協議がなければ設立することはできない。代わりとして世界連邦政府主導の太陽系外探査機の運用を始めれば簡単に始められる宗教ではある。しかし、探査機が人間の管理から離れてからも問題なくボイジャー1号を超えられる速度と距離を出せるかは、まさに神のみぞ知る部分である。
　既存宗教以外で信仰を求める者に受け入れられる宗教となれば、これは人工言語に続く文化であり、人工宗教は世界連邦に関わらずとも大きな価値があるのだ。





独立権


　世界連邦政府にも武力、軍事力を有した組織は必要である。エスペラント学園が私設武装組織、または重武装なUN向けの警備事業を展開して世界連邦政府軍の下地を構築するなどの方法によって形に出来るだろう。そうすることによって世界連邦初期段階に必要な既存の各国軍隊の構成員では不可能な信頼のおける直轄組織の運用も可能になる。世界連邦政府の中立領域を守るためにも最低でも自前の警備組織、警察組織は必要なのは変わりない。
　全国家が賛同した中での世界連邦体制のスタートであったとしても、その際に行われるであろう軍備の撤廃はパフォーマンスでしかない。代わりに警察力が桁違いに強化されるからだ。社会あるところに事件ありだ。では世界連邦政府軍は世界連邦から独立しようとする勢力を抑え込むために運用されるのか。前提として世界連邦政府が独立権を人類に保証すると宣言している場合、世界連邦政府軍が独立派勢力の弾圧に向かうことはないだろう。そして世界連邦政府は独立権を宣言すべきだろう。
　私の提唱する独立権とは「世界連邦から独立する権利」である。世界連邦政府による圧政を極力回避するために必要だ。しかし、地球上でこの権利が行使されると世界は元通りか、それ以上に混乱に陥る可能性がある。そのため、独立を望むものは火星へと拠点を移すことになる。世界連邦から分離し、火星開発を行う。それはまさに開拓権利に近いものとなる。火星が既に何らかの勢力の参入があるなどした場合は地球と火星以外での開発自治権を保証しますという形になる。何処まで支援をするかはその時代、その情勢にもよる。人類にとってその独立勢力が後の脅威になるといった問題については現状何ともいえない部分だ。いずれにせよ地球外で独立した勢力よりも世界連邦政府による圧政が行われる可能性が高い。システムにもよるが、やはりその時の政府関係者次第で起こり得る。独立権のみならず、言語や宗教も予め保険の保険として寛容な選択肢が多数用意されていれば、無用な犠牲を軽減出来ると私は信じている。
　惑星間政治の時代が到来した時が世界連邦政府の最大の正念場となる。分離独立した勢力が拡大し、太陽系連邦を打ち出せば地球にある世界連邦政府は「地球連邦政府」または「地球火星連邦政府」と化してしまう。無限の宇宙全てを管轄とする世界の政府としての役割を果たせるかが試される。そこで世界の政府をやめた時、再び世界連邦の思想は人類の破滅を予見する学者や平和を希求する者たちの思想となり、世界連邦を構成する範囲が太陽系規模に拡大して語られるだろう。その繰り返しが人類の生存圏拡大の証でもあり、世界連邦の思想、哲学、研究に終わりがない理由である。




マルチバースと
一人一宇宙


　世界連邦は宇宙が単一であるか、それとも別宇宙の複数存在するマルチバースなのかを解明しなければならない。
　もし単一宇宙の確証を得たならば、次に成すべきは、別宇宙を創ることが出来るのかを解明することである。また、宇宙に終わりがあるのかは単一宇宙においてより重要になる。居住可能な別宇宙を人工的に作り出せるのか。それらの解明は、世界連邦の最終目的達成のために必要なのだ。あらゆるパターンの宇宙論への解明作業と実用化は、世界連邦を共にする全ての思考する物質への最大級の福祉政策である
　世界連邦の最終目的は「一人一宇宙」の実現である。全人類一人ひとりに理想とする宇宙の管理者、創造者となる機会を与えること。自らの望む宇宙で自由に干渉なく活動する人類最後の福祉制度の実現。まさに神となることも同義である。この表現を望まぬ者もいるだろうが、これが世界連邦の実行すべき壮大な救済論である。





多神教的神話の
世界へ
そして絶対神へ


　一人一宇宙の実現。それは宇宙を創造した神が単一ではない点で多神教的神話の再現にも近い。その一人一宇宙のルールを逸脱する者が現れる仕組みであるならば、またしても逸脱、破壊行為を統率する仕組みとして世界連邦が必要となる。この時の世界連邦こそ、一神教的神話における絶対神の体現、または最高神である。
　この流れに基づくと、私達の宇宙も同じように何者かによって創造されているならば、それは輪廻の世界観とも共有できる思想だ。
　一人一宇宙の思想は数多く存在する神話や伝説との相違を埋め合わせることを目的とし、宗教を対立の道具にされることを防ぐ役割を果たすだろう。





物資回収用
タイムマシン


　タイムマシンという機械は、人類が永久的にエネルギー源や食糧を確保するための回収機械として発明されることが望ましい。
　バタフライエフェクト等のあらゆる論理的問題は試さなければ不明であるが、目の前の机に置いた水をタイムマシンによって回収することが未来永劫可能であれば、タイムマシンは人類のエネルギー問題や食糧問題を完全に解決する機械となるのは確かだ。そして、タイムマシンで過去に存在するタイムマシンを回収すれば、もはや故障を恐れることもない無限のシステムだ。
　タイムマシンというのは過去を知ることのみならず、明日の危機に備え、時間と座標に物資を保管できる究極の備蓄機械にもなる。
　タイムマシンそのものへの研究と時間に関する論理の探求は、一人一宇宙実現と維持のためにも必要だ。
　ここで問題になるのは、自分自身が明日のために意図的に置いた水を回収するのではなく、AさんがAさん自身のために置いた水を違う誰かが回収することだ。人間や動物も同様である。タイムマシンが仮にも可能であれば、この議論の必要性は未来に行かなくても明白であろう。





日本国民として


　私は日本国民である。その身分である以上は日本国の主権と存続、国際社会と対等に歩む国力の維持向上は現実問題として重要であるのは確かだ。
　日本国民としての役割と世界連邦に情熱を持つこと。この相反する思想の展開は私を何度か苦しめた。だが、今は断言できる。私が求めているのは安全だ。街の安全のためには地方の安定が必要であり、地方の安全のためには国家の安定が必要である。数々の悲劇を乗り越えてきた文明と人間。今ある文明の利器と文化を明日も楽しむためには地球規模の安定が必要だ。この拡大思考の到達点が一人一宇宙の発想である。日本の安定のため、再び焦土と化すことがないように世界連邦という人類史のルートを提唱していきたいのだ。
　日本列島が世界連邦への準備に参加するための構想を提案したい。

　・州制度
　州制度は何度か提唱されている。しかし利害が一致しないのか大きな動きはない。
　高齢化、労働人口の縮小は確実である以上、既存の複雑多様化した産業構造に対して改変が必要だ。コンパクトシティ、スマートシティは我々と将来の世代が便利で健康的なインフラの恩恵を享受するための計画として打ち出すべきだ。いかなる利害があろうとも、恩恵のために実現へと向かっていく。その軸を絶対に外れてはいけない。
　主要都市、規模の保たれた街が各州において数える程度の個数になった時、行政区画は面ではなく、都市を構成する区画内と都市間の線が管轄となる。多くの街や都市が縮小消失するだろうが、余裕もない中、最後まで維持費用を捻出するわけにもいかない。その分は将来の危機と産業開発に向けて集中投下しなければならない。将来の世代が古今東西の文化、娯楽を楽しみ、外を自由に散策できる穏やかな社会のためにでもある。
　地方の縮小は恥じることでもなければ悲観することでもない。確かに、その地域にしかない文化の消失を招くことは潜在的な損失を被る。しかし、それは何の策も打たなかったことによる人災に他ならない。
　日本列島の住民は古来から現在まで各方面、国家の文化を吸収してきた。そのような背景を有する「文化の保管者」なのだ。地球上のあらゆる文化を日本が集約、融合しているならば、日本国内においても、地方の文化を一定の地域、都市に集約管理できるはずだ。そして、新しい文化を生み出すだろう。それらを満たすことが可能な土地こそが州都の条件に値する都市の一つになるのだ。

　・人工言語開発
　母語が日本語ではない人々が日本で生活をし、日々業務に励んでいる。ある一つの言語が過半数であれば日本語話者からの支援もしやすいが、言語が多様化していると支援に隙間ができる。その隙間からトラブルが発生し、地方のみならず国家の不安定化にまで発展する。そこでエスペラントを採用するのが平等であるが、漢字を手にしながらも、平仮名を生み出した日本には、その先が見えている。それが日本主導による日本発の人工言語の開発だ。この人工言語が世界連邦公用語としての地位を手にする。その最終目的に基づいて開発されれば、真に安定した社会の構築に役立つだろう。

　・郷土防衛隊
　州制度が運用されるならば、州軍としての郷土防衛隊の実現も可能だ。隊員生活は自衛隊と都道府県警察の中間を取ることが望ましい。
　新しい組織として人種を問わない任用制度も可能であろう。自衛隊の後方支援に特化した組織として発足するなら反乱等の問題は緩和される。

　・多国籍国際救助軍
　郷土防衛隊は国際連携のために存在する。国連施設や国際機関の警備組織を経て国連軍主力となる。そして最終的には世界連邦政府軍となる。その地位と信頼のために国際的な実績を積む必要がある。
　初期段階では郷土防衛隊の人種の多様性を武器に国際救助部隊として世界の災害現場に急行する。組織に安定した秩序と戦闘能力が備わった時、警備組織として世界各国にて警備を行う。最終的には世界の治安維持組織としての地位を確立する。

　忘れないでいただきたい。これらは世界連邦を視野に入れた提案であることを。
　提案に改善の余地はある。だが世界は議論すらしていないのだ。これらの提案が読者の考える機会や創造の参考になれば幸いだ。





些細な記録も誰かの思い出になれば


　世界連邦は、神となった人類一人ひとりの統制を行う「個人間連邦政府」によって完成される。Aの神がBの神の宇宙に干渉させないための実力組織としてだ。突飛で神話的な話だが、その段階においても、世界政府の存在価値について思考する機会が想定される。その時、この記録が少しでも役に立つことがあれば、世界連邦について微力ながら思索していて良かったと私は幸福を感じながら思うことができる。そして私はこれからも、どこかに、何かの思索の数々を記録し続けるだろう。
　世界連邦の思想は世界の現状とその範囲に合わせながら変化し、人類という種が、また別の種である思考する生命体が多く存在する限り、誰かが再び提唱するだろう。その永遠の哲学に終わりはない。
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